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特集 多様なカップル
家族のための本

見慣れない言葉ですが、｢協働｣
の意味は「同じ目的のために働
く事」「個々の働きの合計以上
の総体的効果を狙う活動」とい
う意味です。

｢すべての人が性別にとらわれ
ず自分らしく豊かに生きるために」
という理念の実現に向かって、セ
ンターを拠点に活動する団体や区
民の皆様とリーブラが協働し、お
互いの活動をより活発にするには、
何が必要で、お互いに何が出来る

ネルや活動団体の作成したポス

ターなどを展示します。女性に対

する暴力をなくすため、私たちに

何ができるのか、この機会にご一

緒に考えませんか。

●リーブラ特別展示
「女性に対する暴力をなくすため

私たちのできること」
●2010年
11月6日(土) ～ 11月25日(木)
●リーブラ３F廊下・学習室E

10月3日（日）

に開催される

「芝浦運河まつ

り」にリーブラ

事務局が参加し

ます。まつりの参加者にアン

ケート協力をお願いし、啓発品

を配布。地域の方と交流をはか

りながら、リーブラを紹介しま

す。私たちスタッフといっしょ

に、リーブラを宣伝しません

か！詳しくは、リーブラ事務局

（中村）へお問合せください。

ご応募お待ちしております！

芝浦運河まつり
ボランティア募集！！

のか、率直な意見交換が不可欠で
す。リーブラで活動されている個
人・団体の皆さん、リーブラが何
を提供できるのか、又他の活動団
体と協働してできることは無いの
か、今後の活動を考えるときに｢協
働｣という事を一度考えてみません
か？私たちは協働し皆さんの活動
をより強力に支援できるようにな
ることを希望しています。今後の
事業にも協働の考え方を更に取り
入れていきますので、皆さんの積
極的な「協働」をお願いします。

協働について考える

リーブラ特別展示
「女性に対する暴力をなくす
ため私たちのできること」

「女性に対する暴力」は、国

際的にも重大な問題として認識

されており、1999年、国連で

は11月25日を「女性に対する

暴力撤廃国際日」として指定し

ました。夫・パートナーからの

暴力、性犯罪、売買春・人身取

引、セクシャル・ハラスメント、

ストーカー行為等、女性に対す

る暴力は、女性の人権を侵害す

るものであり、男女共同参画社

会を形成していく上で克服する

べき重要な課題です。リーブラ

では、11月の「女性に対する暴

力をなくす運動」期間に合わせ、

女性に対する暴力根絶のための

特別展示を行います。期間中は、

この運動に関する基礎知識のパ

「リサイクル図書」無料配布

9月20日より、3階受付左カウ
ンター前に「リサイクル図書
コーナー」を設置。保存年切れ
の図書を無料配布します。この
機会をぜひご利用ください。ご
自由にお持ちいただけます。



8月18日～8月26日（土日
を除く）7日間、インターン
シップ生9名を迎えました。人
生の先輩との座談会、コーディ
ネーターによる講義、リーブラ
内就業体験、港区内企業への取
材などを通し、リーブラのこと
や男女平等について知り、理解
を深めるプログラムを企画しま
した。また実習は互いを尊重す
ることの意義や多様な価値観が
あることを経験から学ぶグルー
プワーク形式で実施。限られた
時間内で、これら盛りだくさん
のプログラムを格闘しながらこ
なしていくインターンシップ生
に「自己を振り返る力」「視野
の広がり」など、飛躍的な成長
がみられました。日々受取る情
報やメッセージ、自らの気付き
をすばやく吸収し力に変えてい
く姿は、私たちスタッフにとっ
ても大きな刺激となりました。
若い視点を持って作成した図書
室の掲示では、「知ることは楽
しい」 をテーマに、皆さんに
利用していただきたい願いを込
め、リーブラの入り口を明るく
する、作品ができました。ご来
館の際には、是非ご覧下さい。

そして７日間の経験を通して、
リーブラでの学びを周囲の人に
還元しようという意識がイン
ターンシップ生にめばえました。
その意識を持って挑んだ最終日
「ふらっとリーブラ8月 大学
生による企画発表会」では、
30歳代以下の参加者が６１％
をしめ、これまでリーブラが課
題としていた若年層の取り込み
が達成されました。このように、
若年層の集うきっかけを持てた
ことにも、大きな手ごたえを感
じました。この結果を踏まえ、
私たちリーブラでは大学生など
を対象とした情報発信や活動の
広がりの可能性を実感し、今後
の事業につなげていきたいと思
います。

再就職支援講座
「気持ちとスキルのたな卸し」

厳しい雇用情勢の中、小手

先のスキルだけでは就職活動

を乗り切ることはできません。

「自分は何のために働くの

か」その意味と動機付けが明

確になって、はじめて説得力

のある応募書類が書け、自分

の言葉で志望動機を語ること

ができます。本講座では、あ

なた自身の自己分析や環境と

の関係性を整理することで、

あなたが働く本当の理由と実

現可能な働き方をみつけるこ

とをサポートします。

就職活動を始める前に、ぜ

ひ受けていただきたい講座で

す。

事業報告
「インターンシップ」

日時：10月15日（金）

10:00～12:00

場所：港区立男女平等

参画センター

4階 集会室

講師：佐藤 由佳 さん

参加費：無料

申込：先着20名（要予約）

保育：要予約

１歳～未就学児まで

（10月1日締切）

【離婚件数 41年間で4倍増加】
厚生労働省の統計によると、平成21年の離婚件数は25万3000組で、平成20年の25万1136組より

2000組増加と推計されました。また、昭和22年から平成21年の間で離婚件数が一番少ない昭和36年と
一番多い平成14年を比較すると、41年間で日本の離婚件数は4.18倍に、離婚率は3.1倍になっています。

リーブラでは、離婚率増加の数字だけでは見えない離婚の実態と、離婚についての法律知識を男女平等
の視点から学ぶ講座を11月に行います。講師は、弁護士として長年、離婚やDV事件などを多く手がけて
きた、明治大学法科大学院教授・角田由紀子さん。法テラスの弁護士など女性のための専門家グループ・
なないろCafeとの協働企画の相談会も同日に開催し、深刻に悩む前に、適切な相談窓口へ相談することの
重要性を発信します。

法テラス東京共催講座
「女性のための離婚のイロハ」

日時：11月6日（土）

【1部】相談会 13:00～15:00
【2部】

離婚調停劇15:15～16:00 
講座 16:00～18:00

場所：港区立男女平等参画センター

◇ 【1部】4階・学習室
【2部】4階・集会室

講座講師：角田 由紀子さん

参加費：無料

対象：女性

予約：

【1部】当日先着15名

（予約不要）13時より受付開始

【2部】先着40名（要予約）

保育：要予約

１歳～未就学児まで

（10月22日締切）

会場：港区立男女平等参画センター【1部受付】４階・学習室A 【2部受付】４階・集会室

申込：1部・相談会（申し込み不要・当日先着15名・13時より受付開始）＊おしゃべり会は入退室自由。

2部・離婚調停劇と講座（要・事前申し込み。メール、電話、FAX、窓口にて。先着40名）

参加費：無料

※申し込み方法詳細は、裏面をご参照ください。

対象：女性

保育：１歳から未就学児まで（無料、申し込み順）要予約・申し込みは10月22日（金）まで

2部 15:15～16:00 離婚調停劇 ＊なないろCafe製作、劇仕立ての離婚調停ミニレクチャー

1部 13:00～15:00 なないろCafe 女性のためのなんでも相談会

2010年11月6日（土）

16:00～18:00 講座
「女性のための離婚のイロハ ―早めの相談は良い結果に―」

角田由紀子さん 弁護士 明治大学法科大学院教授

主催：港区立男女平等参画センター
共催：法テラス東京
後援：（社）東京都助産師会

女性限定なんでも相談＆おしゃべり会

協働企画！

は大変そうだけど は知っておきたい についても

知りたい！

1部は、弁護士、カウンセラー、ファイナンシャルプランナー、助産師、DV被害者支援に関わる支援

者など女性のための専門家が、あなたと一緒に考える相談会と自由に参加できるおしゃべり会を開催
します。2部は、離婚調停劇と離婚に関する法律が学べる講座を開催。離婚を本気で考えたことがな

い人も、考えたことがある人も、いざという時に役立つ法律知識を学びに、お気軽にご参加ください。

＊13時より受付開始、先着順15名まで。相談時間は1人50分以内となります。

なお、15時以降に相談時間が延びた場合は、2部にご参加できない場合があることをご了承ください。

＊相談以外の方は、おしゃべり会でお茶を飲みながら占いやハンドマッサージなどですごしていただけます。

―早めの相談は良い結果に―

女性限定なんでも相談＆お

しゃべり会を開催している「な

ないろCafe」とリーブラの協

働企画。弁護士など女性のため

の専門家による相談会と、いざ

という時に役立つ離婚について

の法律知識が学べる講座を法テ

ラス東京共催、（社）東京都助

産師会後援で開催。DV被害を

受けた女性の体験に基づいた離

婚調停朗読劇も上演されます。



【平成22年度学習活動支援事業】
―豊田直己写真展

＆山崎久隆お話会―

平成23年度

【学習活動支援事業】

【パワーアップ事業】

企画募集開始！

■豊田直己写真展
「イラク戦争と劣化ウラン」
―今も続く被害者の苦しみ―

期間：
10月17日（日）～31日（日）

子供たちは見ていた
米英軍の爆撃を

占領を 銃口を
子供たちは見ていた

友が傷つき殺され
そして劣化ウランに

苦しんでいるイラクを

場所：港区立男女平等参画センター
（リーブラ） 3階 廊下

■山崎久隆お話会

日時：10月23日（土）
13時30分～

テーマ：劣化ウラン弾とは何か
―国際的な流れと日本の現状―
講師：山崎久隆さん（劣化ウラン研
究会代表) 
場所：港区立男女平等参画センター
（リーブラ） 4階 学習室D

劣化ウラン弾は放射能兵器です。
1991年の湾岸戦争で初めて使用さ
れ、2003年のイラク戦争では
2000トンとも言われる劣化ウラン
弾がイラクの地に落とされました。

そしていまも劣化ウラン弾は紛争
国で使われています。

今年は豊田直己写真展と山崎久隆
お話会を企画しました。

主催：
劣化ウラン廃絶みなとネットワーク

＜リーブラフェスティバル2011＞

～2月12日(土）、2月13日（日）開催～

9月3日、第1回実行委員会が開催されました。

今年のテーマは「つながろう 笑う・歌う・弾む心で！」

■実行委員長からのご挨拶

リーブラの活動は多彩で、「マジメ」だけではなく、「好きなこと、

楽しいこと」をしながら新しいモノの考え方を取り入れていく場で

もあります。リーブラフェスティバルはその発表の場！来て下さっ

た方の好きなモノを見たり、 食べたり、買ったりしながら「楽し

い」を発見してもらえたらうれしいです。お待ちしています！

実行委員長 菅 賢太郎

昨年新要綱を設置し、新たな
運用を開始した学習活動支援
事業・パワーアップ事業。
本年度実施されている企画は、
昨年厳しい審査をとおってき
た企画だけに、どの企画も内
容が深く、実施団体の意気込
みが感じられます。
23年度実施分に関して、以下
のとおり企画募集を開始しま
す。
この支援制度を利用して、ぜ
ひ講座企画にチャレンジして
ください。多くの皆さまから
のご応募をお待ちしています。

■学習活動支援事業
男女平等参画社会の視点に基づ
いて活動を行う団体や個人の育
成を目的として、活動経費の一
部を助成します。

■パワーアップ事業
活動のレベルUPを目指して、
企画・広報などの支援をリーブ
ラが行い、経費も助成します。

■応募
10月20日（水）までに、応募
書類をご記入の上、リーブラ事
務局に郵送、または３F窓口に
直接お持ちください。

応募書類及び事業要綱は、リー
ブラ事務局、港区人権・男女平
等参画担当（区役所4階）で配
布しています。

実行委員の皆さん（代理出席者含む）

実行委員長の菅さんは写真前列右から３番目

【平成22年度パワーアップ事業】
―女性への暴力防止及び人権擁護

のための連続講座（全3回）―

「尊重されていますか？
あなたの気持ち」

男女がお互いに尊重される関
係とはどんなものか、「女性へ
の暴力防止と人権擁護」をテー
マに考える連続講座です。

第１回 10月2日（土）
「あなたはＤＶ被害者になって

いませんか
―抑圧された気持ちとは―」

講師：松田知恵さん

第2回10月16日（土）
「自分の気持ちを素直に出して

いますか
―上手に伝える方法とは―」

講師：松田知恵さん

第3回 11月13日（土）
「ＤＶ加害者はなぜ暴力をふる
うのか

―支配したい気持ちとは―」
講師：竹内由紀子さん

時間：13：30～15：30
場所：港区立男女平等参画セン
ター（リーブラ）4階 集会室
参加費：各回500円
保育：要・申し込み

１歳～未就学児まで
保育料：子ども一人100円
※保育の申込締切は開催日の

1週間前まで。

講座申込締切：第１回9/30
第２回10/14
第３回11/11

申込先：NPO法人男女平等参画
推進みなと（ＧＥＭ）
電話・ＦＡＸ03-3472-5787
gem-minato@kif.biglobe.ne.jp



http://www.minatolibra.jp/HP

・年末年始（12/29～1/3）

・臨時休館日（9/12,2/6,/20）
休 館 日

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２０：００

日 曜 日 ９：００～１６：００

窓口

受付時間

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２１：３０

日 曜 日 ９：００～１７：００
＊祝日はその曜日に合わせての開館となります。

施設

利用時間

０３－３４５６－１２５４Ｆ Ａ Ｘ

０３－３４５６－４１４９Ｔ Ｅ Ｌ

〒１０８－００２３ 港区芝浦３－１－４７住 所

港区立男女平等参画センター リーブラ発行元

発行日：２０１０年９月１８日
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･･･講座 ×･･･休館日

【集まれ！リーブラ広場】
掲示募集！

心のサポートルーム
便り

相談室（直通電話）
０３－３４５６－５７７１

＜男女平等関連情報＞ワーク・ライフ・バランスを考える

～10月は「仕事と家庭を考える月間」です。～

OECD 加盟24か国において、女性労働力率と合計特殊出生率は、意外にも労働力率の

高い国ほど、出生率が高いことが分かっています（内閣府男女共同参画会議「少子化と男女
共同参画に関する社会環境の国際比較」、2005年）。社会環境（施策・制度・価値観等）を改善
することが、女性の就労と男女が子どもを産み育てることの双方に良い影響を与えるのです。日本
では女性の雇用者としての社会参加が増大したことに対して、仕事と生活の両立支援や子育ての環
境が整備できていないことなどが、出生率低下の背景にある可能性が示唆されています。

日本社会は男女平等参画社会実現を妨げる構造的な問題を抱えていることが分かります。10月は

「仕事と家庭を考える月間」です。家庭において、職場において性別にとらわれずにいきいきと暮ら

すには、何が必要なのでしょうか。社会に目を向け、考えて行きたいと思います。

1

多彩な活動をしているリーブ
ラの一般団体・男女平等推進団
体の皆様の活動内容をより効果
的に発信し、新たな交流の機会
をつくるため、３F・４F廊下の
掲示板に「集まれ！リーブラ広
場」と題し、団体の会員募集や
活動紹介の掲示スペースをリ
ニューアルしました。

会員募集、講座・イベントの
告知、活動紹介、催し物のＰＲ
をきっかけに、新たにリーブラ
に人が「集まり」、団体の皆様
の活動が広がる機会となればと
思っています。

この機会に是非情報を発信し
てみませんか？

■条件■

[サイズ]最大A3まで（３階・４
階共通のもの）２枚

[掲示期間]

掲示日より4ヶ月を最長とする。

催し物のポスターの場合は２ヶ
月前から催し物開催日まで

【お問い合わせ、申込み開始】

10月1日(金)より 3階事務局へ

リーブラ相談室には、夫や

パートナーとの関係に悩み、

自分自身の生き方に問題を抱

えている女性の相談が多く寄

せられています。このような

相談の背景には、女性の性別

役割分業や専業主婦の再就職

が困難な状況、非正規雇用の

問題などがあることが考えら

れ、出口の見えない状況の中

で悩みを抱えている女性の姿

が見えます。このように、相

談室では、相談内容に潜む社

会問題に目を向けて相談を受

けています。

＜開室曜日・開室時間＞
火曜日16：00～20：00
水曜日10：00～16：00
金曜日10：00～16：00
金曜日18：00～21：00

【運営協議会とは】港区では、

男女平等参画センターの適正

かつ円滑な運営を図るととも

にセンターの事業の企画運営

に利用者の皆さんの意向を反

映させるため、運営協議会を

設置しています。月1回程度

会議を実施し、リーブラの運

営について、さまざまな議題

について協議しています。

【8月の議題】
(１)報告事項

①学習活動支援･パワー
アップ事業募集開始

②ＨＰ改修について
③7月実施のリーブラ

事業について
④ フォーラムの振り返り

(2) 協議事項
① フェスティバル実行委

員会形式について
② 新リーブラ、ホール･

共用和室について
(3)その他

ご意見等ありましたら事務局へ

今月号より【運営協議会】
の活動報告をいたします。
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新新 着着 図図 書書 のの ごご 案案 内内

今月のおすすめ図書今月のおすすめ図書 今月の新着図書数 2８ 冊

『大人になる前のジェンダー論』 浅野富美枝 他編著

本書は、親密な関係の相手や家族との人間関係、恋愛、性、仕事、自立についてなどを

テーマに、大人になる前の読者に語りかけるように書かれたジェンダー論です。学校の勉強

だけでは学べない、男・女についての常識や思いこみにとらわれている自分に気づき、考え

るきっかけをもらえます。

『パレスチナに生まれて』 ナージー・アル・アリー著

イスラエル、アメリカ、アラブの支配層を、ハンダラという少年キャラクターの視点から、

鋭く批判したパレスチナの風刺漫画家ナージー・アル・アリー。パレスチナの人たちから今

も尊敬され、愛される彼の初の作品集です。戦争や抑圧にさらされながらも、誇りを失わな

いで状況をじっと見据えるハンダラは、パレスチナの人びとを表象しています。

『ツレがうつになりまして』『その後のツレがうつになりまして』 細川貂々著

ドラマ化もされた話題の漫画シリーズ。スーパーサラリーマンだったパートナーがうつ
になった！性別による役割意識にとらわれない、互いを尊重するパートナーシップが、
ユーモアたっぷりに、そしてリアルに描かれています。自分にとって何が大切なのか、世
間の価値観に縛られていないか、あらためて考えさせられます。

著者名 書名 著者名 書名

ライラ・アハメド イスラームにおける女性とジェンダー 浅野富美枝 大人になる前のジェンダー論

鄭暎恵
<民が代>斉唱
―アイデンティティ・国民国家・ジェンダー―

小倉千加子 結婚の才能

上野千鶴子 ラディカルに語れば…　上野千鶴子対談集
かながわ女のスペー
スみずら

シェルターから考えるドメスティック・バイオレンス
―被害女性と子どもの自立支援のために―

鹿野政直 婦人・女性・おんな－女性史の問い 石内都 ひろしま

信田さよ子
苦しいけれど、離れられない
―共依存・からめとる愛―

ナージー・アル・ア
リー

パレスチナに生まれて

富山妙子 美術史を解きはなつ
イメージ＆ジェンダー
研究会

イメージ＆ジェンダー　vol.2

柏木 惠子
家族心理学への招待
―今、日本の家族は?家族の未来は? ―

笙野頼子 説教師カニバットと百人の危ない美女

喜多村百合
インドの発展とジェンダー
―女性NGOによる開発のパラダイム転換―

笙野頼子 絶叫師タコグルメと百人の「普通」の男

三宅義子
叢書現代の経済・社会とジェンダー
第3巻　日本社会とジェンダー

サファイア プレシャス

太田垣章子
離婚家庭の子どもの気持ち
―面接交渉実態調査 アンケートとインタビュー―

細川貂々 ツレがうつになりまして。

村井まや子
ジェンダー・ポリティクスを読む
―表象と実践のあいだ―

細川貂々 その後のツレがうつになりまして。

グループウィズネス １０代の少女のためのガイド
エリザベス・マシュー
ズ

COCO（ココ）はとびきりかわったコ

沖藤典子 介護保険は老いを守るか ベス・アンドリューズ
心をケアする絵本1　どうしてそんなにかなしい
の？―親がうつ病になったとき―

岡野八代 法の政治学　―法と正義とフェミニズム― おひとりさまを生きる（DVD）

沢部ひとみ
老楽暮らし入門
―終の住みかとコミュニティづくり―



リーブラ図書資料室のご案内

■図書館システム導入により、港区内の図書館資料の貸出・返却ができます。

■図書資料室では、男女平等・ジェンダー関連の図書資料（絵本・図書・ビデオ・DVD・行

政資料など）を、幅広く収集しています。

■一回に10冊まで貸し出し可能です。

■利用登録が可能な方：東京２３区在住・在勤の方（証明書が必要です）。

■開館時間 月曜～土曜 ９時から２０時まで

日曜 ９時から１６時まで

※リーブラ貸室業務の時間とは異なります。

『ココ、きみのせいじゃない』 ヴィッキー・ランスキー著

両親が離婚することになったとき、両親のどちらかが家を出てしまったとき、子

どもたちは何を思うのか。親と子が離婚という経験をきちんと受け止め、乗り越え

ていくためのアドバイスが、こぐまのココの物語とともに示されています。

色んな形のカップル・家族が存在する現在。どんな形が良いかは人それぞれですが、

多様な価値観・人生が大切にされる社会は、誰にとっても住みやすいのでは？

リーブラ所蔵本で、多様なカップル・家族のための情報や考え方の本を紹介します。

『のっぽのサラ』 パトリシア・マクラクラン著

数年前にママが死んでから、パパとアンナとケイレブの３人で暮らしてきた一家の

ところに新しいママになるかもしれないサラがやって来ます。歌が好きで、海辺で

育ったサラとの暮らしのゆくえは？

子ども向け

実用書

『シングルマザー生活便利帳』 新川てるえ・田中涼子著

生活費をどのように稼ぐか、どのような福祉制度が利用できるのかなどのお金のこと、

住む家のこと、子どもをどこに預けるかなど子育てに役立つものから、子どもとの向き

合い方、再婚・養育費のことについてのＱ＆Aや相談機関一覧など、ひとり親家庭に役

立つ情報が満載です。

『新版 女性のための法律相談ガイド』 東京弁護士会 両性の平等に関する委員会編

解雇、セクハラ、労災、結婚、離婚、ＤＶ･･･。「こんなときどうしたら？」に答える

女性に関係する幅広い分野の法律がわかりやすいＱ＆Ａ形式でまとめられています。相談

機関一覧や関係法令も巻末にあり、すぐ役に立つ充実した内容です。

多様なカップル
・家族のあり方

港区立男女平等参画センター「リーブラ」

『Q&A ステップファミリーの基礎知識―子連れ再婚家族と支援者のために』

野沢慎司ほか編

「ステップファミリー」には「子連れ再婚家族」という言葉だけでは表せない様々な形が

あります。生活や心理的側面、法律に関する情報など、幅広い知識を得ることができ、新し

い家族の関係を作るときの困難について、心のこもったアドバイスが得られる一冊です。

『同性パートナー生活読本』 永易至文著

同居・税金・保険・介護・死別・相続など、同性パートナーが人生の各ステージでぶつ

かる様々な問題について、先例・実例が豊富に紹介されています。現在の日本社会の実情

に即した具体的な解決策が示されています。


